
サステナビリティマネジメント

マテリアリティの特定  
　当社グループでは、サステナビリティに関するリスクと機会

についてグループサステナビリティ委員会で協議のうえ、当社

グループが取り組むべきマテリアリティを特定、グループ全体

のサステナブル活動を推進しています。

　また、グループ各社がマテリアリティに沿って、その事業特性

に合わせた施策に取り組んでおり、その結果は、連結会計年度

ごとにグループ全体および事業セグメントごとに分析、翌連結

会計年度以降の施策の改善につなげており、併せてその内容

についてグループサステナビリティ委員会にて協議のうえ、 
当社取締役会に報告し、当社取締役会が審議・監督を行って

います。

マテリアリティ５項目  

特定・検証時に重視している観点

 バンダイナムコグループの考え方・方針
 バンダイナムコグループのパーパス
 バンダイナムコグループのサステナビリティ方針
 バンダイナムコグループコンプライアンス憲章
 バンダイナムコグループ中期計画
 グループの関連方針・ガイドライン

 国内外の潮流・社会要請 
  国際機関や調査機関、政府の各種指針、ガイドライン 
例： SDGs（持続可能な開発目標）、環境省「環境報告ガイドライン」、GRIガイドライン、TCFD提言、SASB基準、ESG評価機関の 
ガイドラインやレポート（CDP、MSCI、Sustainalytics、FTSE） など

 外部有識者ヒアリング 
 消費者アンケート（不定期実施）
 サステナビリティ先進企業の取り組み

マッピング

「ステークホルダーの皆様に
とっての重要性」と「バンダイ
ナムコグループにとっての 
重要性」の2軸で評価し 
マッピング

リストアップ

分析対象とする社会課題 
項目を下記の観点からリスト
アップし、20項目に整理

特定

経営討議内容を反映、 
マテリアリティを特定。外部
有識者のコメントを取得

非常に重要
バンダイナムコグループにとっての重要性

バンダイナムコグループでは、パーパスである「Fun for All into the Future」をグループにおける最上位概念と位置付け、
パーパスのもとIP軸戦略を活用したバンダイナムコならではの活動に取り組むといったサステナビリティ方針を定めて
います。その実践に向け、特に重点的に取り組む必要がある5つのテーマをマテリアリティ（重要課題）として特定し、 
サステナブル活動を推進しています。

　サステナブル活動の推進にあたっては、当社の常勤取締役

および当社グループの事業統括会社（（株）バンダイナムコ

エンターテインメント、（株）バンダイ、（株）バンダイナムコフィ

ルムワークスおよび（株）バンダイナムコアミューズメント）の

代表取締役社長などで構成され、当社代表取締役社長が議

長を務めるグループサステナビリティ委員会を設置し、事業

と連携した活動に取り組んでいます。サステナブル活動の推

進は経営戦略上の重要な取り組みであるという認識のもと、

当社取締役会直轄となるグループサステナビリティ委員会で

サステナビリティ戦略に関する協議を行い各施策を検討、当

社取締役会に定期的に報告し、当社取締役会がその審議・

監督を行います。また、グループサステナビリティ委員会の下

部組織としてグループサステナビリティ部会を設置、バンダイ

ナムコグループのサステナビリティ方針およびマテリアリティ

に沿った活動に取り組んでいます。

各ユニットのサステナビリティプロジェクトグループサステナビリティ部会

グループにおける 
最上位の概念

グループサステナビリティ委員会

バンダイナムコホールディングス 取締役会

議長 代表取締役社長 川口 勝
メンバー バンダイナムコホールディングス 常勤取締役、 
 事業統括会社等の代表取締役社長、指名者
開催時期 半期定例および随時

内容・目的  グループにおける重要なサステナビリティ戦略に関する議論 
および情報共有、取締役会における議案検討および報告事項・
協議、グループサステナビリティ部会の統括、各ユニット・関連事
業会社のマテリアリティ進捗の統括

Bandai Namco’s Purpose

サステナビリティ方針
バンダイナムコグループは、IP軸戦略のもと、 

ファンとともに、バンダイナムコグループが向き合うべき 
社会的課題に対応したサステナブル活動を推進します。

各事業セグメント・関連事業会社において、重点取り組み施策とKPIを定め、 
マテリアリティに即したサステナブル活動を事業を通じて推進しています。

マテリアリティ（重要課題）

注力する主なSDGsの目標
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地球環境との  
共生

知的財産の  
適切な活用と保護

コミュニティ 
との共生

適正な商品・  
サービスの提供

尊重しあえる 
職場環境の実現

マテリアリティ特定の3ステップ
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